




目的:新生児集中治療の進歩によって、多くのハイリスク児が救命されるとともに、NICU

における長期病床占有例の増加(病床回転率の悪化)が顕在化している。一方、発育・発達

の critical point を越えての長期在院はその後の児の発育・発達に影響を及ぼす可能性

があり、quality of 1ife の観点から、在宅療法を含めて児によりよい医療の場を与える

ための対策が必要である。

そこで今回はこれらの対策を構じるための基礎資料を得るべく、NICU における長期在院

例を抽出してその要因を分析し、それを通して乳児期における生活管理上とくに問題にな

ると思われる病態について検討した。


